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Abstract. A mature medusa of Laodicea undulata collected at Okinawa Island, Japan, displayed

life cycle reversion, /. e. direct transformation to the polyp stage. The morphology of the reverted

polyp is briefly described. This species appears to be the second potentially immortal animal in

the Metazoa, after another hydromedusa Turritopsis nutricula, although the present polyp colony,

comprising a maximum of 4 zooids despite a wide extension of stolons, degenerated after 5 months

without producing a new generation of medusae.
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南西諸島産と和歌山県田辺湾産のヤワラクラゲ(軟クラゲ目)の成熟あるいは未成熟クラゲ

個体がポリプに若返ることができるか飼育により調べた結果,沖縄島産の1個体の雌クラゲ(傘

径約1cm)がポリプに若返ったので,ベニクラゲ(花クラゲ目)に続く第二の不老不死のクラゲ
として報告し,若返ったポリプの形態を記載する.このポリプ群体は走根を飼育容器の底に張り
伸ばしたにもかかわらず,わずか4個虫だけを形成したのみで,クラゲを遊離することなく5ケ

月後に退化消滅した.

はじめに

わが国に生息するヤワラクラゲLaodicea

undulata (Forbes and Goodsir)について,正式

な記録がなされないまま,"この種のクラゲは

本邦太平洋沿岸では北海道から本州まで採集

される"とされてきた(Uchida,1947参照;

内田, 1971;Kramp, 1961).しかし,著者による

1977年以来の日本各地でのプランクトンネ

ット曳きにより各種のクラゲ類を採集・観察

してきた結果,本種は北日本で採集されたこ

とはなく,和歌山県田辺湾と口永良都島から

与那国島までの南西諸島各地から記録された

だけにとどまった(久保田, 1997,2003; Kubota,

2006, present paper).

ところで,地中海産のヤワラクラゲは,イタ

リア南部の浅海(15m以浅)から2000年に採

集したポリプ群体より遊離した13個体の末

-85-



日本産ヤワラクラゲの生活史逆転

成熟クラゲ中,2本の触手を有するごく小さ

な1個体で,ベニクラゲTurritopsis nutricula

の様にクラゲからポリプ-の生活史の逆転が

生じたことが最近報告された(DeVitoetal.,

2006).同様に,日本産のヤワラクラゲの成熟

クラゲにおいても,第二の…不老不死動物"と

して生活史の逆転が2004年に採集した個体

でその年に確認できた(久保[札2005参照)の

で今回報告する.

材料と方法

クラゲからポリプへの生活史の逆転,つま

り若い発育段階へもどるいわゆる"若返りM

がおこるかどうか,観察を2回実施した最初

の観察は,広島大学豊潮丸での研究航海中に

採集した7個体のクラゲで,沖縄島西方のナ

ガンヌ島付近(26-14.70′N, 127-31.90′E)で

2004年5月22日に採集した比較的成長して

多数の触手をもつ2個体,同年同日に那覇港

(26-14.25′N, 127-40.75′E)で採集した比較的

多数の触手をもつ未成熟な3個体,その翌日

の5月23日に那覇港で採集した2個体の成

熟雌クラゲ(傘径約1cmで多数の触手を有す

る)を用いた.クラゲの採集は,小形のプラン

クトンネット(口径30cm,全長55cm,綱目

0.34mm)を,船の脇から斜めあるいは垂直曳

きで水深十数mから海表面まで数回,あるい

は港湾で岸壁に沿って数十mを徒歩による手

曳きの水平表層曳きと数箇所での水深数mか

らの垂直曳きにより採取した.これら7個体

を,自然海水を満たした60ccポリスチレン容

器中に1個体ずつ収容して止水飼育し,生活

史の逆転がおこるかどうか観察し続けた.ク

ラゲがポリプに若返るまで,餌は与えなかっ

た.

これらの南西諸島産のクラゲは最終的には

和歌山県白浜町の研究室-持ち帰り,20-Cに

保った恒温器内に収容し,自然光のもとで飼

育した.ほぼ毎日,飼育水とした天然の滅過海

水を交換した生活史を逆転させてポリプに

もどったものは,餅として貯化したばかりの

アルテミア幼生を一週間に数回程度与え,他

はクラゲと同様の条件で飼育した.ポリプの

形態や成長過程などは双眼実体顕微鏡で観察

して調べた.

二度目の観察は2006年8月に和歌山県白

浜町京都大学瀬戸臨海実験所前浜よりプラン

クトンネット水平曳きにより採集した傘径が

3.8mm以下で触手数が26本以Tの3個体の

未成熟個体で実施した(図1).上記の南西諸

島産の個体と同様の方法で飼育し,若返りが

起きるか,60ccポリスチレン容器中に1個体

ずつ収容して観察した.各容器には天然の櫨

過海水を満たし,この時期の野外の海水温に

近い25-C恒温で飼育した.絶食によるクラゲ

の退化が始まった後は消滅するまで観察した.

結果と考察

和歌山県田辺産の3個体(図1)はいずれも

若返らず,2006年9月初旬までに消滅した.

一方,南西諸島産7個体のうちの6個体は,揺

集後16日以内(2004年6月7日までに)に退

化・消滅した.しかし,那覇港で採取した1個

体の成熟雌だけはポリプの群体に若返った.

そのクラゲは採集後5日目の5月28日に退

化し始め,6月8日には直径約1mmほどの薄

茶色の球状の塊になったこの状態からすぐ

に走根を次々と3本伸ばし(図2),6月10日

にはその1本の走根に1個虫を形成したこ

の個虫は,軟クラゲ目のポリプが特有する発

達したヒドロ英を形成し,その中にヒドロ花

を完全に収容していた.ヒドロ花はよく伸張

すると,ヒドロ英の外によく翻出させること

ができた(図3).

生活史逆転により生じた3個虫のポリプは,

伸張時の全長は,それぞれ1.25, 1.07, 1.00mm

で,糸状の触手を12,12,10本を有した.どの

個虫も触手を互い違いに,半分を上向きに,残
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図1.和歌山県白浜町で採集したヤワラクラゲの未成熟クラゲ(魚卵を摂食)[河村真理子撮
影」.

Fig. 1. Immature medusa oiLaodicea undulata collected at Shirahama, Wakayama Prefecture, Japan
(fish eggs engulfed) [photographed by Manko Kawamura],

図2.沖縄島で採集したヤワラクラゲの成熟雌クラゲ(-)が若返り始め走根を伸張した初
期段階のポリプ.

Fig. 2. Initial stage of polyp oiLaodicea undulata, with extended stolons, transformed from a mature

female medusa collected at Okinawa Island, Japan.

図3.沖縄島で採集したヤワラクラゲの成熟雌クラゲが若返って発達したポリプ群体とな
った一部分の拡大図(斜めから見た図).

Fig. 3. Detail of well-developed polyp colony aiLaodicea undulata reverted from a mature female

medusa collected at Okinawa Island, Japan (oblique view).

り半分を下向きに伸ばしていた.触手には,戟

クラゲ目のポリプに特有の(ただし,全ての

分類群に存在しない: Kubota, 1978参照)触手

間膜は見られなかったヒドロ英が走根より

ほぼ直立に起立するものは1個虫だけで,

様々な角度で斜め上方に伸ばしていた.円筒

形で先が尖ったヒドロ英の長さは,それぞれ,

0.85,0.67,0.77mmであった.明瞭なヒドロ茎

の形成は見られず,走根から直接にヒドロ英

を形成していた.ヒドロ英の長さは,地中海産

の野外個体群のもの(0.60-0.75 mm: DeVito et

d1.,2006)と比べて多少長めであった.

その後,本群体は飼育容器の底に走根をあ

ちこちよく張り巡らせたにもかかわらず,義

多でわずか4個虫しか形成せず,生殖体を形

成することなくクラゲを遊離させないまま約

5ケ月後の2004年10月末に消滅した.これ

は,地中海の本種が,若返りを起こした後,約

1ケ月で再び未成熟クラゲを遊離させた(De

Vitoetal.,2006)のと異なる結果となった.

以上のことから,ヤワラクラゲは,ベニクラ

ゲのように(Kubota,2005)生殖巣の成熟度に

かかわらず生活史の逆転を起こすことができ

るといえる.また,これまで唯一の若返る後生

動物だったベニクラゲ(花クラゲ目)と目レ

ベルで異なるヤワラクラゲ(軟クラゲ目)に

おいても,同様に,生活史の逆転が見られたこ

とから,両者に共通のこの特異的な現象につ

いてそのメカニズムなどを今後究明する手が

かりが増えたことになる.

なお,地中海産のベニクラゲは学名が

Turritopsisdohrniiと近年に変更され(De Vito et

d1.,2006),日本産のものについても様々な生

物学的証拠(久保田・北田・水谷,2005)や遺

-87-



日本産ヤワラクラゲの生活史逆転

伝子配列の相違などを調べて(Migliettaet ah,

2007,inpress),分類学的位置の変更を目下再

検討中である.

ところで,ヤワラクラゲのポリプが,別局別

種Cuspidella costataとして記載されているこ

とが飼育によりわかっているが(Russel,

1936),その近縁種であるエナシヒメコップガ

ヤ属Cuspidellaのポリプが,わが国からは2

檀,オオエナシヒメコップC.gigantheaとツ

ボヒメコップC. urceolataが記載されている

(Hirohito, 1995).今後は,これら2種の生活史

の解明と日本産ヤワラクラゲの生活史との照

合が必要である.
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